
 
資料５ 

地域リハビリテーション関係機関調査について 

１ 市町村、地域包括支援センターに対する調査結果（概要）※詳細は別紙１のとおり 

調査項目 市町村 地域包括支援センター 

① 調査数 ５４ １５１ 

② 回答数 ５４ １４２ 

③ 回収率 １００％ ９４％ 

④ 
広域支援センター 

との連携の必要性 

必要性を感じると回答 

 ３９市町村（約７割） 

必要性を感じると回答 

 １２１包括（約８割） 

⑤ 
広域支援センターと

の連携状況 

④で回答の市町村のうち 

連携を図れていない市町村 

 ２６市町村（約７割） 

知っているが連携を 

図っていない 

 ５０包括（約６割） 

⑥ 連携できない理由 
連携を図る仕組みや機会が

ない 

連携を図る仕組みや機会が

ない 

⑦ 
広域支援センターに 

期待する事業 

・専門的な技術支援 

・相談体制や関係機関との 

 連携の構築 

リハビリ専門職としての 

技術的支援 

⑧ 専門職の配置状況 

・圏域によりばらつき有り 

・歯科衛生士はほぼ全域に 

 配置 

＊詳細は別紙２のとおり 

リハビリ専門職の配置があ

る包括は 1カ所のみ 

 

２ 調査で得られた情報等の活用 

  ○千葉県地域リハビリテーション連携指針見直しの基礎データとして活用 

  ○関係機関へ結果を個別に通知 

   ※市町村、地域包括支援センター、県支援センター、広域支援センター 

  

３ 医療機関等に対する調査 

  当初リハ科を有する診療所を対象に調査を実施する予定であったが、前回協議

会後に以下のご意見をいただいたことから、調査の実施を一旦保留し、対象 

内容を再検討することとした。 

 

（１）調査に関する協議会員意見 

意 見 内 容  

・現在クリニックのリハビリテーション専門職は、人員も少なく、地域に出向く事は困難。 

・対象機関をクリニックに限定せず、介護保険下の施設（老健・デイケアなど）にすると、    

調査の幅が広がり、施設と地域の連携状況も確認ができる。 

・一般病院との連携はとれているのか。 

・一般病院をかかりつけ医にしている患者や利用者も多いため、診療所に限定しない方がよい。 

・整形・リハを診療科目にしていない病院の調査も必要ではないか。 

 

 



（２）調査の実施（案） 

①調査対象：以下のとおり 

②実施時期：平成２７年３月～４月 

③回答方法：以下のとおり 

 

調査対象 調査数 選定理由 回答方法 

回復期リハ病棟を有する病院 ４８ 広域支援センター機能 

役割の見直しを行うため

に、幅広い意見の聴取が

見込めるため 

郵送 

地域包括ケア病棟を有する病院 １１ 

リハ科を有する診療所 ５００ メール 

介護老人保健施設 １４１ 

計 ７００   

 

④ 調 査 票：別紙３、４、５のとおり 

前回の診療所調査票をもとに、新たに加えた項目 

調査対象 設問 項目 

回復期リハ病棟を有する病院 

地域包括ケア病棟を有する病院 

問 2 在宅復帰率 

問 3～3-2 現行指針の機能役割 

問 4-2 連携を図っている広域支援センター 

問 6～7 本事業への協力・関係機関との連携

状況 

リハ科を有する診療所 

問 1～1-2 現行指針の機能役割 

問 2-2 連携を図っている広域支援センター 

問 4～問 5 本事業への協力・関係機関との連携

状況 

問 6 リハビリ指示書による指示の有無 

問 7 かかりつけ医研修会希望 

介護老人保健施設 

問 2 現行指針の機能役割 

問 3-2 連携を図っている広域支援センター 

問 5 本事業への協力・関係機関との連携

状況 

 



地域リハビリテーションにおける
関係機関調査（市町村）

別紙１

関係機関調査（市町村）

回答数 ５４市町村 回答率１００％

問１ 各事業を所掌する課について
（複数の課にまたがる場合は、主要な課より順に3つまで。）

• 各市町村の所掌につい
ては、別紙２のとおり

① 高齢者の健康増進

② 介護予防

③ 地域包括ケアの推進③ 地域包括ケアの推進

④ 認知症施策の推進

⑤ 高次脳機能障害

⑥ 口腔・摂食、嚥下に係る取組



問２ リハビリ関連職の配置状況について

医療圏

リハビリ関連職が配置されている市町村数

その他職種等
PT 成人 小児 OT 成人 小児 ST 成人 小児 歯科 成人 小児 看護 成人 小児

その
他

成人 小児

千葉 １ 1 1

東葛南部 6 2 6 5 1 5 4 4 5 3 2 3 1 3 3 2 3

物理療法士
心理発達相談員
保健師

東葛北部 4 2 3 3 2 2 3 1 3 2 3 2 2 1
視能力訓練士
心理相談員

印旛 6 2 1 2 2 5 5 6 1 1 3 1 1 2
管理栄養士
保健師

香取海匝 3 3 1 1

• 圏域によりばらつきが有り
• 歯科衛生士はほぼ全域に配置
• 問2-2 各市町村所掌課別のリハビリ関連職の配置状況については、
別紙２参照

山長夷 1 1 3 1 2 1 1 保健師

安房

君津 2 2 保健師

市原 1 1 1 1 1 1 1 1

計 19 7 10 11 3 9 14 1 13 22 15 5 8 8 2 4

問３ 広域支援センターとの現在の関係（該当する項目１つを回答）

16

9

③名前は聞いたことがある

④名前は聞いたことがない

広域支援センターとの現在の関係

件数 設問 H19 H26

①知っていて連携あり ３ １３

②知っていて連携なし ３１ １６

13

16

16

0 10 20

①知っている。かつ連携を

図っている

②知っている。しかし、連携を

図っていない。

③名前は聞いたことがある



問3-1 広域支援センターで実施している事業の認知度
（該当する項目全てを回答）

20

18

住民を対象とした講演会

等の開催

地域包括支援センターと

の相談体制の構築

広域支援センター事業別認知度(複数回答)

件数

16

9

名前は聞いたことがある

名前は聞いたことがない

広域支援センターとの現在の関係

件数

25

17

19

0 10 20 30

連絡協議会による地域

のリハビリ関係機関の連

携

リハビリ専門職による技

術的援助

リハビリ関係機関の従事

者を対象とした研修会の

開催

13

16

16

0 10 20

知っている。かつ連携を図っ

ている

知っている。しかし、連携を

図っていない。

名前は聞いたことがある

問3-2 広域支援センターと実際連携したことのある事業内容
（該当する項目全てを回答）

5

2

地域包括支援センターと

の相談体制の構築

その他

実際連携したことのある内容（複数回答）

件数

16

9

名前は聞いたことがある

名前は聞いたことがない

広域支援センターとの現在の関係

件数

9

5

4

5

0 5 10

連携会議に参加

リハビリ専門職による技術

的援助

リハビリ関係機関の従事

者を対象とした研修会の

開催

住民を対象とした講演会

等の開催

13

16

16

0 10 20

知っている。かつ連携を図っ

ている

知っている。しかし、連携を

図っていない。

名前は聞いたことがある



問3-3 連携を図っていない理由
（該当する項目１つを回答）

0

4

連携を図る必要性がない

その他

連携を図っていない理由
件数

16

9

名前は聞いたことがある

名前は聞いたことがない

広域支援センターとの現在の関係

件数

4

8

0

0 5 10

役割がわからない

連携を図る場や仕組みがな

い

連携を図る必要性がない

13

16

16

0 10 20

知っている。かつ連携を図っ

ている

知っている。しかし、連携を

図っていない。

名前は聞いたことがある

問４ 今後の広域支援センターとの連携の必要性について
（該当する項目１つを回答）

• 今後、連携の必要性につ
いて、約7割（39市町村）
が「感じる」、「やや感じる」
と回答した。0

14

必要性を感じない

どちらともいえない

広域支援センターとの連携の必要性

件数

18

21

1

感じる

やや感じる

あまり感じない

0 5 10 15 20 25



問4-1 広域支援センター業務のうち連携を図りたい事業内容
（該当する項目全てを回答）

0

14

必要性を感じない

どちらともいえない

広域支援センターとの連携の必要性

件数

31

2

地域包括支援センターとの相談

体制の構築

その他

今後期待する連携内容（複数回答）

件数

18

21

1

感じる

やや感じる

あまり感じない

0 5 10 15 20 25

24

33

20

26

0 20 40

連絡協議会による地域のリハビ

リ関係機関の連携

リハビリ専門職による技術的援

助

リハビリ関係機関の従事者を対

象とした研修会の開催

住民を対象とした講演会等の

開催

体制の構築

問4-2 広域支援センターと連携を図りたい理由
（該当する項目全てを回答）

0

14

必要性を感じない

どちらともいえない

広域支援センターとの連携の必要性

件数

11

5

リハビリについて学習

その他

連携を図りたい理由（複数回答）

件数

18

21

1

感じる

やや感じる

あまり感じない

0 5 10 15 20 25

36

25

11

0 10 20 30 40

リハビリ専門職の意見・

助言をもらいたいから

リハビリ専門職が所属

にいないから

リハビリについて学習

する機会がないから



問4-3 広域支援センターと連携の必要性を感じない理由
（該当する項目全てを回答）

0

14

必要性を感じない

どちらともいえない

広域支援センターとの連携の必要性

件数

1

0

リハビリについて学習

その他

連携の必要性を感じない理由

（複数回答） 件数

18

21

1

感じる

やや感じる

あまり感じない

0 5 10 15 20 25

0

0

0

1

0 10 20 30 40

相談できる機関がある

から

所属にリハビリ専門職

がいるから

身体的な評価ができる

専門職がいるから

する機会があるから

広域支援センターとの「現在の関係（問３）」と
「今後の連携の必要性（問４）」との関連

1

2

6

9

5

4

8

4

1

3

9

2

0 5 10 15 20

名前は聞いたことがない

名前は聞いたことがある

知っている。しかし、連携を図っていない

知っている。かつ連携を図っている

必要を感じる やや必要を感じる あまり感じない

必要を感じる
やや必要を
感じる

あまり感じない 必要性がない
どちらとも
いえない

計

知っている。かつ連携を図っている 9 4 0 0 0 13

知っている。 しかし、連携を図っていない 6 8 0 0 2 16

名前は聞いたことがある 2 4 1 0 9 16

名前は聞いたことがない 1 5 0 0 3 9

計 18 21 1 0 14 54

今後の連携

必要を感じる やや必要を感じる あまり感じない

必要性がない どちらともいえない

現在の関係



問５ 地域リハビリテーション活動支援事業の実施予定

医療圏

圏域毎の取組予定

千葉
東葛
南部

東葛
北部

印旛
香取
海匝

山
長
夷
安房 君津 市原 合計6その他

地域リハビリテーション活動支援事業実施

予定
件数

H27から 2 1 1 1 1 6

H28に向け
検討中

1 3 2 1 1 2 10

現時点で
予定なし

3 1 4 6 15 1 2 32

その他 3 1 1 1 6

計 1 6 5 9 7 17 4 4 1 54

6

10

32

H27年度開始

H28年度の事業開始に
向け現在検討中

具体的予定なし

0 10 20 30 40



地域リハビリテーションにおける関係機
関調査（地域包括支援センター）

対象数 151包括 回答数142包括
回答率94％

地域包括支援センターの設置状況

44

包括の設置種類（n-142）

直営

委託

設置主体 千葉
東葛
南部

東葛
北部

印旛
香取
海匝

山長
夷

安房 君津 市原 計

直営 0 9 2 6 8 14 2 3 0 44

委託 22 20 25 11 0 5 4 6 5 98

社会福祉
法人

14 16 15 9 4 2 5 3 68

44

98

社会福祉
協議会

1 1 1 3

医療法人 8 4 8 1 2 2 25

社団法人 0

財団法人 1 1 2

株式会社
等

0

NPO法人 0



問１ リハビリ関連職の配置状況

9, 6%

配置の有無（n-151）

配置

配置なし

未回答

43

35

40

45

50

リハビリ関係職配置

地域包括支援センター数

49, 
32%

93, 
62%

0 1 0
3

11

0

5

10

15

20

25

30

設置数

問２ 平均相談件数

58

50

60

70

地域包括支援センターにおける

1カ月の平均相談件数
包括数

88

70

80

90

100

リハビリに関する相談件数

包括数

0 2

34 35

13

0

10

20

30

40

21 24

9
0 0

0

10

20

30

40

50

60

70



問2-1、問2-2 リハビリに関する相談者

110
118

100

120

140

リハビリに関する相談者

（複数回答）

回答数

94

70

80

90

100

リハビリに関する相談が最も多い

相談者(n-=121)

回答数

39 35

3 4
0

20

40

60

80

100

25

1 1 0 0
0

10

20

30

40

50

60

46 47

35

40

45

50

リハビリに関して最も多い

相談内容(n-121)

問2-3、2-4リハビリに関する相談内容

98
114

85
100

120

リハビリに関する相談内容

（複数回答）

23

1
4

0

5

10

15

20

25

30

35

回答数

8 8
0

20

40

60

80

回答数



問３ 広域支援センターとの現在の関係
（該当する項目１つを回答）

• 広域支援センターを知っ
ている割合は、6割

• 名前を聞く程度約3割
• 名前を聞いたことない

16名前は聞いたことがない

広域支援センターとの現在の関係

回答数

• 名前を聞いたことない
約1割

41

50

35

0 20 40 60

知っている。かつ連携を

図っている

知っている。しかし、連携を

図っていない。

名前は聞いたことがある

問3-1 広域支援センターと連携したことのある事業内容
（該当する項目全てを回答）

35

16名前は聞いたことがない

広域支援センターと現在の関係

回答数

8その他

実際連携したことのある内容回答

（複数回答） 回答数

41

50

35

0 20 40 60

知っている。かつ連携を

図っている

知っている。しかし、連携を

図っていない。

名前は聞いたことがある

26

15

13

0 10 20 30

連携会議に参加

研修会への講師派遣依頼

住民を対象とした講習会等



問3-2 広域支援センターと連携を図っていない理由
（該当する項目１つを回答）

16名前は聞いたことがない

広域支援センターとの現在の

関係
回答数

2

13その他

連携を図っていない理由(n=50)

41

50

35

0 20 40 60

知っている。かつ連携を図っ

ている

知っている。しかし、連携を

図っていない。

名前は聞いたことがある

11

24

2

0 5 10 15 20 25 30

役割がわからない

連携を図る場や仕組みがな

い

連携を図る必要性がない

件数

問４ リハビリ専門職と地域包括支援センターとの協働事業により
作成したメールフォームの活用希望について

19

4

知らなかったが、今のところ

必要性を感じない

その他

メールフォームの認知度

件数

活用希望
千
葉

東
葛
南
部

東
葛
北
部

印
旛

香
取
海
匝

山
長
夷

安
房

君
津

市
原

計

知っていて活用
している

10 1 1 12

知っているが活
用していない

8 8 12 3 3 6 1 5 5 51

12

51

56

知っており、活用したことが

ある

知っていたが、活用していな

い

知らなかったが、今後活用し

たい

0 20 40 60

知らなかったが
今後活用したい

1 13 13 10 3 8 5 3 56

知らなかったが、
必要性を感じな
い

1 7 2 3 2 4 19

その他 2 1 1 4

22 29 27 17 8 19 6 9 5 142



問5 今後の広域支援センターとの連携の必要性について
（該当する項目１つを回答）

• 今後、連携の必要性につ
いて、約8割（121包括）が
「感じる」、「やや感じる」
と回答した。

1

13

必要性を感じない

どちらともいえない

広域支援センターとの連携の

必要性

52

69

7

1

0 20 40 60 80

感じる

やや感じる

あまり感じない

必要性を感じない

件数

問5-1 広域支援センター業務のうち連携を図りたい事業内容
（該当する項目全てを回答）

1

13

必要性を感じない

どちらともいえない

広域支援センターとの連携の必要性

件数

69

5

困難事例に対する同行訪問

その他

今後期待する連携内容（複数回答）

件数

52

69

7

0 20 40 60 80

感じる

やや感じる

あまり感じない

44

83

93

89

69

0 50 100

地域のリハビリ関係者が一堂

に会する連絡協議会

研修会への講師派遣

住民を対象とした講習会等の

開催

リハビリ専門職による相談対

応



問5-2 広域支援センターと連携を図りたい理由
（該当する項目全てを回答）

1

13

必要性を感じない

どちらともいえない

広域支援センターとの連携の必要性

件数

55

4

リハビリについての学習の機

会がないから

その他

連携を図りたい理由（複数回答）

件数

52

69

7

0 20 40 60 80

感じる

やや感じる

あまり感じない

80

73

62

0 50 100

リハビリ専門職の意見を事

業に反映させたいから

リハビリ専門職が所属にいな

いから

身体的な評価を専門職にし

てもらいたいから

問5-3 広域支援センターと連携の必要性を感じない理由
（該当する項目全てを回答）

1

4

リハビリについて学習する機

会があるから

その他

連携の必要性を感じない理由

（複数回答） 件数

1

13

必要性を感じない

どちらともいえない

広域支援センターとの連携の必要性

件数

5

1

2

1

0 2 4 6

相談できる機関があるから

所属にリハビリ専門職がいる

から

身体的な評価ができる専門

職がいるから

会があるから

52

69

7

0 20 40 60 80

感じる

やや感じる

あまり感じない



広域支援センターとの「現在の関係（問３）」と
「今後の連携の必要性（問５）」との関連

6

5

16

25

7

23

26

13

1

1

3

2

1

2

5

5

1

0 10 20 30 40 50 60

名前は聞いたことがない

名前は聞いたことがある

知っている。しかし、連携を図っていない

知っている。かつ連携を図っている

必要を感じる やや必要を感じる あまり感じない

必要を感じる
やや必要を
感じる

あまり感じない 必要性がない
どちらとも
いえない

計

知っている。かつ連携を図っている 25 13 2 0 1 41

知っている。しかし、連携を図っていない 16 26 3 0 5 50

名前は聞いたことがある 5 23 1 1 5 35

名前は聞いたことがない 6 7 1 0 2 16

計 52 69 7 1 13 142

今後の連携

現在の関係

必要性がない どちらともいえない



リハビリ関連職の所属課と配置状況（H27.3.16 現在） ※歯科：歯科衛生士　看護：看護師

ＰＴ ＯＴ ＳＴ 歯科 看護 その他
健康支援課 ○ △ ○

高齢福祉課 ○ ○ ○

障害者自立支援課 ○

介護保険課 △

健康企画課 △

各区健康課 △ △ △

高齢者支援課 ○ ○ ○

健康支援課 △ ○ ●

地域福祉支援課 △ △ ○ △

介護保険課 △

障害者支援課 ○

健康増進課 ○ △ ●

高齢者福祉課 △ △

国民健康保険課 △

包括支援課 ○ ○ ●

健康政策課 △ ○

介護保険課（地域包括ケアシステム推進室） ○

保健予防課（相談手帳の交付について） ○

障害福祉課（障害福祉サービスについて） △

高齢者支援課 ○ ○ ○ ○ ○ ● 保健師

障がい福祉課 ○

健康づくり課 ○ △ ○ ● ●

長寿支援課 △ ○ ○ ○

障害者支援課 ○

健康増進課 ○

高齢者支援課 ○ ○ ○ ○

健康増進課 △ △ ○ ● ● 保健師

高齢者支援課 △ △ ○

介護保険課 △ △

障害福祉課 ○

地域包括支援センター ○ ○ ○ △ △ △ ● ● 保健師

279-8501　 浦安市猫実1-1-1 047-351-1111

6 鎌ヶ谷市 273-0195　 鎌ケ谷市新鎌ケ谷2-6-1 047-445-1141

東葛
南部

2 市川市 272-8501 市川市八幡1-1-1 047-334-1111

3 船橋市

5 八千代市 276-8501　 八千代市大和田新田312-5 047-483-1151

273-8501 船橋市湊町2-10-25 047-436-2111

習志野市 275-8601 習志野市鷺沼1-1-1 047-451-1151

7 浦安市

千葉 1 千葉市 260-8722 千葉市中央区千葉港1-1 043-245-5111

地域包括
ケアの推進

認知症対策
の推進

高次脳
機能障害

口腔・摂食、
嚥下

リハビリ関連職種の配置

○：主要な課　　△：関係課

医療圏 NO 市町村名 〒 住所 ＴＥＬ 各事業担当課
高齢者の
健康増進

介護予防

16
ペ
ー
ジ

地域包括支援センター

高齢者支援課 ○ ○ ○ ○ ○ ○

健康推進課 △ △ ●

介護保険課 △ △ ●

障害福祉課 ○ ●

障害者福祉センター △ △ ● ● ●

高齢者福祉課 ○ ○ ○ ○ △ ○

保健センター △ △ △

社会福祉課 ○

福祉活動推進課 ○ ○ ○ ○ ○ ●

地域健康づくり課 △ △

障害福祉課 △ ● ●

健康増進課 ○ △ ●

高齢者生きがい推進課 △

介護支援課 ○ ○ ○ ○

障害者支援課 ○ ● ● ●

高齢者支援課 ○ ○ ○ ○ ○

健康づくり支援課 △ △ △ △

障害福祉支援課 ○ ● ● ●

健康増進課 ○ △ △ ○ ●

高齢者福祉課 △ ○ ○ ○ △

介護保険課 △

障がい者福祉課 ○ △ ● ●

健康増進課 ○ ○ ● ●

高齢者福祉課 △ ○ ○ ○ △ ● ● ●

健康増進課 ○ ○ ●

高齢者支援課 △ ○ ○ ○ △ ●

16 八街市 289-1192　 八街市八街ほ35-29 043-443-1111 高齢者福祉課 ○ ○ ○ ○ ○

健康増進課 ○ ○ ●

介護福祉課 △ ○ ○ ○ △ △ ●

障がい福祉課 ○

高齢者福祉課 ○ ○ ○ ○ △

社会福祉課 ○ ●

健康課 ○ ●

健康推進課 ○ ○ ● ●

高齢者福祉課 △ ○ ○ ○ △

270-1396　 印西市大森2364-2 0476-42-5111

19 富里市 286-0292　 富里市七栄652-1 0476-93-1111

14 佐倉市 285-8501 佐倉市海隣寺町97 043-484-1111

印旛

13 成田市 286-8585 成田市花崎町760 0476-22-1111

15 四街道市 284-8555　 四街道市鹿渡無番地

18 白井市 270-1492　 白井市復1123 047-492-1111

043-421-2111

17 印西市

東葛
北部

8 松戸市 271-8588 松戸市根本387-5 047-366-1111

10 柏市 277-8505　 柏市柏5-10-1

12 我孫子市 270-1192　 我孫子市我孫子1858 04-7185-1111

04-7167-1111

11 流山市 270-0192　 流山市平和台1-1-1 04-7158-1111

9 野田市 278-8550 野田市鶴奉7-1 04-7125-1111

16
ペ
ー
ジ

高齢者福祉課 △ ○ ○ ○ △

社会福祉課 ○

20 酒々井町 285-8510　 印旛郡酒々井町中央台4-11 043-496-1171 健康福祉課 ○ ○ ○ ○ ○ ○

健康保険課 ○ △ △ ○ ● ● 管理栄養士

福祉課 △ ○ ○ ○ ○

高齢者福祉課 ○ ○ ○ ○ ○

健康づくり課 △ △ △ △ ● ●

高齢者福祉課 ○ ○ ○ ○

社会福祉課 ○

健康管理課 ○

健康管理課 ○ ○ ● ●

高齢者支援課 △ ○ ○ ○ ○ △

福祉課 △

高齢者福祉課 ○ ○ ○ ○ ○ ●

健康づくり課 △ ●

26 神崎町 289-0292　 香取郡神崎町神崎本宿163 0478-72-2111 保健福祉課 ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 多古町 289-2292　 香取郡多古町多古584 0479-76-2611 地域包括支援センター ○ ○ ○ ○ ○ ○

健康福祉課　保健衛生係 ○

健康福祉課　介護保険係 ○ ○ ○

健康管理課 ○ ● ●

高齢者支援課 △ ○ ○ ○

障害福祉課 ○

健康増進課 ○ △ ● ● ●

高齢者支援課 △ ○ ○ ○

介護健康課 ○ ○ ○ ○ ○ ○

福祉課 △

健康支援課 ○ △ △ ○

高齢者福祉課 △ ○ ○ ○ ○ △

33 いすみ市 298-8501　 いすみ市大原7400-1 0470-62-1111 健康高齢者支援課 ○ ○ ○ ○ ○ ○

高齢者支援課 ○ ○ △ △ △

健康増進課 △ ○

地域包括支援センター △ ○ ○ △

社会福祉課 ○

健康福祉課　高齢者福祉係 ○ ○ ○ ○

健康福祉課　社会福祉係 ○

30 東金市 283-8511　 東金市東岩崎1-1 0475-50-1111

35 九十九里町 283-0195　 山武郡九十九里町片貝4099 0475-70-3100

34 大網白里市 299-3292　 大網白里市大網115-2 0475-70-0300

287-8501　 香取市佐原口2127 0478-54-1111

山武
長生

29 茂原市 297-8511　 茂原市道表1 0475-23-2111

31 勝浦市 299-5292　 勝浦市新官1343-1 0470-73-1211

32 山武市 289-1392　 山武市殿台296 0475-80-1112

23 旭市 289-2595　 旭市二1920 0479-62-1212

香取
海匝

22 銚子市 288-8601 銚子市若宮町1-1 0479-24-8181

24 匝瑳市 289-2198　 匝瑳市八日市場ハ793-2

28 東庄町 289-0692　 香取郡東庄町笹川い4713-131 0478-86-1111

0479-73-0033

25 香取市

21 栄町 270-1592　 印旛郡栄町安食台1-2 0476-95-1111

19 富里市 286-0292　 富里市七栄652-1 0476-93-1111

健康福祉課　社会福祉係

健康福祉課　健康指導係 ○

36 芝山町 289-1692　 山武郡芝山町小池992 0479-77-3914 福祉保健課 ○ ○ ○ ○ ○ ○

健康管理課 ○ ○ △ ○

福祉課 △ ○ ○ ○

38 一宮町 299-4396　 長生郡一宮町一宮2457 0475-42-1431 福祉健康課 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 保健師

39 睦沢町 299-4492　 長生郡睦沢町下之郷1650-1 0475-44-2504 健康福祉課 ○ ○ ○ ○ ○ ○

健康推進課 ○ △ ●

福祉課 △ ○ ○ ○ ○ ○

41 白子町 299-4292 長生郡白子町関5074-2 0475-33-2111 保健福祉課 ○ ○ ○ ○ ○ ○

住民課　健康福祉班 ○ △ △ △ ○ ○

住民課　保険住民班 △ ○ ○ ○ △ △

43 長南町 297-0192 長生郡長南町長南2110 0475-46-2111 住民課　保健福祉室 ○ ○ ○ ○ ○ ○

健康福祉課　保健予防係 ○ △ △ △ ○ ○

健康福祉課　介護保険係 △ ○ ○ ○ △ △

45 御宿町 299-5192　 夷隅郡御宿町須賀1522 0470-68-2511 保健福祉課 ○ ○ ○ ○ ○ ○

健康課 ○ ○ △ △

高齢者福祉課 △ △ ○ ○

健康推進課　保健予防係 ○ ○ ○ ●

福祉課　地域ささえあい係 △ △

福祉総合相談センター △ ○ ○ ○

健康支援課　保健予防係 ○

健康支援課　高齢者福祉係 △ ○ ○ ○ ○

49 鋸南町 299-2192　 安房郡鋸南町下佐久間3458 0470-55-2111 保健福祉課 ○ ○ ○ ○ ○ ○

健康推進課 ○ ○ ●

高齢者福祉課 ○ ○ ○ ○ △ 保健師

障害福祉課 ○

健康管理課 ○ △ ○

高齢者支援課 ○ ○ ○

障害福祉課 ○

介護福祉課 ○ ○ ○ ○ ○

社会福祉課 ○

国民健康保険課 △

高齢者支援課 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 保健師

健康推進課 △ △ △ ● 保健師

高齢者支援課 ○ ○ ○ ○ ○

53 袖ケ浦市 299-0292　 袖ケ浦市坂戸市場1-1 0438-62-2111

299-1192　 君津市久保2-13-1 0439-56-1581

52 富津市 293-8506　 富津市下飯野2443 0439-80-1222

君津

50 木更津市 292-8501 木更津市潮見1-1 0438-23-7111

51

47 鴨川市 296-8601 鴨川市横渚1450 04-7092-1111
安房

46 館山市 294-8601 館山市北条1145-1 0470-22-3111

48 南房総市 299-2492　

君津市

37 横芝光町 289-1793　 山武郡横芝光町宮川11902 0479-84-1211

南房総市富浦町青木28

42 長柄町 297-0298　 長生郡長柄町桜谷712 0475-35-2111

44 大多喜町 298-0292　 夷隅郡大多喜町大多喜93 0470-82-2168

0470-33-1021

35 九十九里町 283-0195　 山武郡九十九里町片貝4099 0475-70-3100長生
夷隅

40 長生村 299-4394　 長生郡長生村本郷1-77 0475-32-2111

高齢者支援課 ○ ○ ○ ○ ○

障がい者支援課 ○ ●
市原 54 市原市 290-8501　 市原市国分寺台中央1-1-1 0436-22-1111

別
紙
２



問１

NO ○ NO NO ○

1 1 0

2 2 薬剤師 1 訪問看護ステーション

3 3 看護師 2 リハビリステーション

4 4 理学療法士 3 居宅介護支援事業所

5 5 4 老人保健施設

6 6 言語聴覚士 5

7 7 放射線技師 6

8 8 看護助手 7

9 9 8

10 10 9

11 10 グループホーム

12 11

問２

回
答
欄

地域包括ケア病棟 在宅復帰率 ％

回復期病棟 在宅復帰率 ％

MSW

11
その他（具体的に記入） 事務

その他

貴院における回復期病棟、もしくは地域包括ケア病棟の在宅復帰率について、お知らせください。

通所介護

整形外科 通所リハビリステーション

呼吸器内科

回
答
欄

内科

循環器内科 作業療法士

診療科目

回
答
欄

職種

小児科

皮膚科 ケアマネジャー

リウマチ科

併設施設

アレルギー科 医師 なし

胃腸科

外科

人数

病院名 住所

回答者（職・氏名） 電話番号

病院の概況についてお知らせください。（複数回答可）

１　診療科目（該当項目全てに○） ２　従事者数（常勤） ３　併設施設（該当項目全てに○）

回
答
欄

その他

地域包括支援センター

在宅介護支援センター

有料老人ホーム

別紙３

地域リハビリテーション推進のための関係機関調査（回復期、地域包括ケア病棟を有する病院）

問３

① 知っていた

② 一部知っていた

③ 知らなかった

① 多職種による専門的かつ集中的なリハビリテーションの提供

② リハビリ専門職による通所リハビリテーションや訪問リハビリテーションの提供

③ 介護保険事業所等を含む地域リハ関係機関との連携による在宅医療の提供

問３－２ 問３－１以外で貴院で地域リハビリテーションの推進のために取組んでいる事があれば記載下さい。

回
答
欄

→問4

千葉県では、「千葉県地域リハビリテーション連携指針」を策定しており、地域リハビリテーションの推進のための
各機関の機能・役割を記載しております。医療機関に期待される機能・役割として、以下の様な内容があることを
御存じでしたか。(該当する1か所に○）

（医療機関の機能・役割）　地域リハビリテーション連携指針より抜粋

・病院・診療所等の医療機関は、各疾患においての急性期・回復期・維持期の地域リハビリテーションの推進を
　図る拠点であります。
・特に急性期から回復期においては、多職種による専門的かつ集中的なリハビリテーションを担っています。
・維持期においては、地域との切れ目ない連携を図る一方、リハビリ専門職による通所リハビリや訪問リハビリの
　拠点としても機能します。
・かかりつけ医においては、介護保険事業所等を含む地域リハビリテーション関係機関と連携し、在宅療養の
　継続・充実を図ります。

回
答
欄

問３－１
貴院では、問３に示した機能・役割を果たしている、または、果たすことが可能かを伺います。
（該当する全てに○）

回
答
欄

→問3-1へ

→問3-2へ

欄 回復期病棟 在宅復帰率 ％
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問４

① 広域支援センターを知っている。かつ、連携を図っている。

② 広域支援センターを知っている。しかし、連携を図っていない。

③

④

①

②

③

④

⑤ その他（具体的に記入：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

①

②

③

④

⑤

問４－２

回
答 問5へ

問４－１
問４で①と回答された方にお聞きします。どのような事業で連携（依頼）したことがありますか。
（該当する全てに○）

回
答
欄

広域支援センターの開催する連絡協議会に参加

住民を対象とした講習会等の講師として参加

広域支援センターが企画する研修会や講演会に参加

広域支援センターが企画する回復期病棟連携の会等への参
加

本事業を円滑に推進するため、２次医療圏に１ヶ所の「地域リハビリテーション広域支援センター
（以下、広域支援センター）」を設置しています。この広域支援センターとの現在の関係についてお聞きします。

回
答
欄 広域支援センターの名前は聞いたことがある。

広域支援センターの名前は聞いたことがない。
→　問5へ

→問4-2へ

千葉地域リハビリテーション広域支援センター（千葉中央メディカル病院）

東葛南部地域リハビリテーション広域支援センター（新八千代病院）

問４で①と回答された方にお聞きします。
どこの広域支援センターと連携されていますか。連携を図っている広域支援センター全てに○を記入ください。

→　問4-1、4-2へ

→　問4-3へ

東葛北部地域リハビリテーション広域支援センター（旭神経内科リハビリテーション病院）

印旛地域リハビリテーション広域支援センター（成田赤十字病院）

香取海匝地域リハビリテーション広域支援センター（旭中央病院）

・問４～問５については、県が実施している「地域リハビリテーション支援体制整備推進事業」と貴院の連携等について

お聞きするものです。 地域リハビリテーション推進事業の概要は、千葉県ホームページをご覧ください。

http://www.pref.chiba.lg.jp/kenzu/kenkouken/chiikirihabiri.html

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

① 広域支援センターの役割がわからない。

② 連携を図る場や仕組みが無い。

③ 連携を図る必要性を感じない。

④ その他（具体的に記入：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

① 必要性を感じる

② 必要性をやや感じる

③ 必要性をあまり感じない

④ 必要性を感じない

⑤ どちらともいえない

① 地域のリハビリ関係機関が一堂に会する連絡協議会に参加

② 研修会への講師として参加

③ 住民を対象とした講習会等の開催

④ リハビリ関係機関を対象とした研修会へ参加

⑤ その他（具体的に記入：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問５－１
問５で①、②と回答した方に伺います。今後、広域支援センターとどのような事業について連携を
図りたいと考えていますか。（該当全てに○を記入）

→ 問5-1へ

→　問5-2へ

問５
今後、広域支援センターとの連携の必要性についてどのように考えていますか。
（該当する項目1つに○を記入）

回
答
欄

回
答
欄

　問6へ

答
欄

問5へ

問４－３ 質問４で②と回答された方にお聞きします。連携を図っていない理由は何ですか。（該当全てに○を記入）

回
答
欄

　問5へ

市原地域リハビリテーション広域支援センター（白金整形外科病院）

山武長生夷隅地域リハビリテーション広域支援センター（公立長生病院）

君津地域リハビリテーション広域支援センター（君津中央病院）

安房地域リハビリテーション広域支援センター（亀田総合病院）

→　問5-3へ

香取海匝地域リハビリテーション広域支援センター（旭中央病院）
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① 地域リハビリテーションの推進に取組むことができているので

② リハビリに関して病診連携をするネットワークがあるため

③ 広域支援センターの業務に必要な連携メニューがない

④ その他（具体的に記入：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

① 協力可能である

② 条件によって協力可能である。

③ 現時点では、協力は難しい。

④ その他（具体的に記入：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

① 医師

問５で③、④と回答した方に伺います。今後、広域支援センターとの連携の必要性を感じない理由を
お知らせください。（該当全てに○を記入）

回
答
欄

問6へ

問６
今後地域リハビリテーション関係機関の相互連携のため、広域支援センターから協力を依頼した場合、
事業に協力いただけますか。（該当する場所1つに○）

問５-３ 問５で⑤と回答した方に伺います。⑤の回答理由について、御記入ください。

問５-２

回
答
欄

問6へ

回
答
欄

問６－１

→問6-1、6-2、6-3

　　　　→問7へ

問６で①、②と回答された方に伺います。どの様な職種の方に、御協力いただけますか。
（該当する全てに○）

・問６～問８については、県が実施している「地域リハビリテーション支援体制整備推進事業」への協力や関係機関と

の連携状況についてお伺いします。

② 薬剤師

③ 理学療法士

④ 作業療法士

⑤ 言語聴覚士

⑥ 看護師

⑦ 医療ソーシャルワーカー

⑧ その他：職種（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

報酬を
要す事業

①

②

③ リハビリ関係機関を対象とした研修会へ講師として参加

④ 住民を対象とした講習会等へ講師として参加

⑤ 地域包括支援センターに対するメール相談対応

⑥ その他（具体的に記入：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

① 頻度による ① 頻度による

② 場所による ② 場所による

③ 時間帯による ③ 時間帯による

④ 対価による ④ 対価による

⑤ その他 ⑤ その他

回
答
欄

HP等を活用した地域リハビリテーションの周知

貴院のネットワークを活用した本事業への参加

問６-３
問６で①又は②と回答された方にお聞きします。協力の可否の検討には、どのような条件を重視しますか。
回答欄の該当する全てに○をつけてください。また、詳細条件は、ドロップリストより選択してください。

→問6-3へ

回
答
欄

問６-２
問６で①又は②と回答された方にお聞きします。どのような事業内容について、御協力いただけますか。
また、報酬が支払われなければ協力できない事業内容はありますか。（該当する全てに○）

協力可能
事業

→問6-2へ

条件 該当に○

回
答
欄

条件 詳細条件（ドロップリスト）

→問7へ
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問７

部署

連絡先 TEL FAX

問８

NO

1

2 診療所

3

4

5

6 ②やや連携している

7 ③あまり連携できていない
8 ④連携できていない
9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

地域包括支援センター

在宅介護支援センター

有料老人ホーム

その他

回
答
欄

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）

グループホーム

特定施設入居者生活介護

通所介護（デイサービス）

通所リハビリ（デイケア）

訪問介護事業所

①十分連携している

回
答
欄

訪問入浴事業所

介護老人保健施設

訪問リハビリ事業所

居宅介護支援事業所

連携状況

訪問看護事業所

関係機関との連携状況について、番号欄に連携状況について①～④を記入ください。

→問8へ

関係機関 番号

病院

貴院とリハビリテーションについて連携を図る時の窓口はどこになりますか。

グループホーム

・本事業に対するご意見・ご要望等があれば御記入ください。

自由記載

お忙しい中、回答に御協力いただき、ありがとうございました。

・本事業に対するご意見・ご要望等があれば御記入ください。
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問１

① 知っていた

② 一部知っていた

③ 知らなかった

① 多職種による専門的かつ集中的なリハビリテーションの提供

② リハビリ専門職による通所リハビリテーションや訪問リハビリテーションの提供

回答者（職・氏名） 電話番号

別紙４

病院名 住所

千葉県では、「千葉県地域リハビリテーション連携指針」を策定しており、地域リハビリテーションの推進のための
各機関の機能・役割を記載しております。医療機関に期待される機能・役割として、以下の様な内容があることを
御存じでしたか（該当する1か所に○）

（医療機関の機能・役割）　地域リハビリテーション連携指針より抜粋

・病院・診療所等の医療機関は、各疾患においての急性期・回復期・維持期の地域リハビリテーションの推進を
　図る拠点であります。
・特に急性期から回復期においては、多職種による専門的かつ集中的なリハビリテーションを担っています。
・維持期においては、地域との切れ目ない連携を図る一方、リハビリ専門職による通所リハビリや訪問リハビリの
　拠点としても機能します。
・かかりつけ医においては、介護保険事業所等を含む地域リハビリテーション関係機関と連携し、在宅療養の
　継続・充実を図ります。

回
答
欄

→問1-1へ

問１－１
貴院では、問３に示した機能・役割を果たしている、または、果たすことが可能かを伺います。
（該当する全てに○）

回
答 →問1-2へ

地域リハビリテーション推進のための関係機関調査（診療所）

② リハビリ専門職による通所リハビリテーションや訪問リハビリテーションの提供

③ 介護保険事業所等を含む地域リハ関係機関との連携による在宅医療の提供

問２

① 広域支援センターを知っている。かつ、連携を図っている。

② 広域支援センターを知っている。しかし、連携を図っていない。

③

④

①

②

③

④

⑤ その他（具体的に記入：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

答
欄

→問1-2へ

問１－２ 問１－１以外で貴院で地域リハビリテーションの推進のために取組んでいる事があれば記載下さい。
回
答
欄

→問2

本事業を円滑に推進するため、２次医療圏に１ヶ所の「地域リハビリテーション広域支援センター
（以下、広域支援センター）」を設置しています。この広域支援センターとの現在の関係についてお聞きします。

回
答
欄

→　問2-1、2-2へ

→　問2-3へ

広域支援センターの名前は聞いたことがある。
→　問3へ

広域支援センターの名前は聞いたことがない。

問２－１
問２で①と回答された方にお聞きします。どのような事業で連携（依頼）したことがありますか。
（該当する全てに○）

回
答
欄

→問2-2へ

広域支援センターの開催する連絡協議会に参加

住民を対象とした講習会等の講師として参加

広域支援センターが企画する研修会や講演会に参加

広域支援センターが企画する回復期病棟連携の会等への参加

・問２～問３については、県が実施している「地域リハビリテーション支援体制整備推進事業」と貴院の連携等について

お聞きするものです。 地域リハビリテーション推進事業の概要は、千葉県ホームページをご覧ください。

http://www.pref.chiba.lg.jp/kenzu/kenkouken/chiikirihabiri.html
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①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

① 広域支援センターの役割がわからない。

② 連携を図る場や仕組みが無い。

③ 連携を図る必要性を感じない。

④ その他（具体的に記入：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

① 必要性を感じる

② 必要性をやや感じる

③ 必要性をあまり感じない

④ 必要性を感じない

⑤ どちらともいえない

問２－２
問２で①と回答された方にお聞きします。
どこの広域支援センターと連携されていますか。連携を図っている広域支援センター全てに○を記入ください。

回
答
欄

千葉地域リハビリテーション広域支援センター（千葉中央メディカル病院）

問3へ

東葛南部地域リハビリテーション広域支援センター（新八千代病院）

東葛北部地域リハビリテーション広域支援センター（旭神経内科リハビリテーション病院）

印旛地域リハビリテーション広域支援センター（成田赤十字病院）

香取海匝地域リハビリテーション広域支援センター（旭中央病院）

山武長生夷隅地域リハビリテーション広域支援センター（公立長生病院）

君津地域リハビリテーション広域支援センター（君津中央病院）

安房地域リハビリテーション広域支援センター（亀田総合病院）

市原地域リハビリテーション広域支援センター（白金整形外科病院）

問２－３ 質問２で②と回答された方にお聞きします。連携を図っていない理由は何ですか。（該当全てに○を記入）

回
答
欄

　問3へ

問３
今後、広域支援センターとの連携の必要性についてどのように考えていますか。
（該当する項目1つに○を記入）

回
答
欄

→ 問3-1へ

→　問3-2へ

→　問3-3へ

① 地域のリハビリ関係機関が一堂に会する連絡協議会に参加

② 研修会への講師として参加

③ 住民を対象とした講習会等の開催

④ リハビリ関係機関を対象とした研修会へ参加

⑤ その他（具体的に記入：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

① 地域リハビリテーションの推進に取組むことができているので

② リハビリに関して病診連携をするネットワークがあるため

③ 広域支援センターの業務に必要な連携メニューがない

④ その他（具体的に記入：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

① 協力可能である

② 条件によって協力可能である。

③ 現時点では、協力は難しい。

問３－１
問３で①、②と回答した方に伺います。今後、広域支援センターとどのような事業について連携を
図りたいと考えていますか。（該当全てに○を記入）

回
答
欄

　問４へ

問３-２
問３で③、④と回答した方に伺います。今後、広域支援センターとの連携の必要性を感じない理由を
お知らせください。（該当全てに○を記入）

回
答
欄

問４へ

問３-３ 問３で⑤と回答した方に伺います。⑤の回答理由について、御記入ください。

回
答
欄

問４へ

問４
今後地域リハビリテーション関係機関の相互連携のため、広域支援センターから協力を依頼した場合、
事業に協力いただけますか。（該当する場所1つに○）

回
答

→問4-1、4-2、4-3

・問４～問７については、県が実施している「地域リハビリテーション支援体制整備推進事業」への協力や関係機関と

の連携状況についてお伺いします。

③ 現時点では、協力は難しい。

④ その他（具体的に記入：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　→問5へ

答
欄
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① 医師

② 薬剤師

③ 理学療法士

④ 作業療法士

⑤ 言語聴覚士

⑥ 看護師

⑦ 医療ソーシャルワーカー

⑧ その他：職種（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

報酬を
要す事業

①

②

③ リハビリ関係機関を対象とした研修会へ講師として参加

④ 住民を対象とした講習会等へ講師として参加

⑤ 地域包括支援センターに対するメール相談対応

⑥ その他（具体的に記入：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

① 頻度による ① 頻度による

② 場所による ② 場所による

→問4-3へ

回
答
欄

問４-２
問４で①又は②と回答された方にお聞きします。どのような事業内容について、御協力いただけますか。
また、報酬が支払われなければ協力できない事業内容はありますか。（該当する全てに○）

回
答
欄

HP等を活用した地域リハビリテーションの周知

貴院のネットワークを活用した本事業への参加

→問4-2へ

問４－１
問４で①、②と回答された方に伺います。どの様な職種の方に、御協力いただけますか。
（該当する全てに○）

問４-３
問４で①又は②と回答された方にお聞きします。協力の可否の検討には、どのような条件を重視しますか。
回答欄の該当する全てに○をつけてください。また、詳細条件は、ドロップリストより選択してください。

回

条件 該当に○ 条件 詳細条件（ドロップリスト）

協力可能
事業

② 場所による ② 場所による

③ 時間帯による ③ 時間帯による

④ 対価による ④ 対価による

⑤ その他 ⑤ その他

問５

NO

1

2 診療所

3

4

5

6 ②やや連携している

7 ③あまり連携できていない
8 ④連携できていない
9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

問６

① よくある ※該当する項目1つに○を記入
② ある

在宅介護支援センター

有料老人ホーム

グループホーム

その他

特定施設入居者生活介護

通所介護（デイサービス）

通所リハビリ（デイケア）

地域包括支援センター

訪問介護事業所

訪問入浴事業所

介護老人保健施設
介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）

グループホーム

訪問看護事業所

訪問リハビリ事業所

関係機関

連携状況

居宅介護支援事業所 ①十分連携している

番号

病院

関係機関との連携状況について、番号欄に連携状況について①～④を記入ください。

回
答
欄

→問5へ
回
答
欄

訪問看護ステーション等に訪問リハビリの指示書を書いたことはありますか。

回
答 ② ある

③ ない
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問７

① はい ※該当する項目１つに○を記入

② いいえ

③

① はい ※該当する項目１つに○を記入
② いいえ
③

① はい ※該当する項目１つに○を記入

② いいえ

③

回
答
欄

問７－２ リハ科を標榜していない診療所の医師に対し、リハビリ専門医に相談できる体制が必要と感じますか。

回
答
欄

その他（→具体的に記入：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　

問７－１
リハ科を標榜していない医療機関の医師に対し、問７の様な研修は必要と思いますか。該当する1つに○
をつけてください。

回
答
欄

今後、医師を対象としたリハビリ医学研修（地域包括ケアシステムを中心としたリハビリの概論・実践等）が必要と
思いますか。

自由記載

その他（→具体的に記入：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　

その他（→具体的に記入：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　

・本事業に対するご意見・ご要望等があれば御記入ください。

お忙しい中、回答に御協力いただき、ありがとうございました。
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直近の在宅復帰率

NO

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

問１ 貴事業所の概況についてお知らせください。（複数回答可）

１　併設機関（該当項目全てに○）

通所リハビリ（デイケア）

別紙５

病院名 住所

回答者（職・氏名） 電話番号

回
答
欄

併設機関 該当に○

その他

在宅介護支援センター

有料老人ホーム

グループホーム

介護老人保健施設

地域包括支援センター

回答欄 ％

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）

グループホーム

特定施設入居者生活介護

通所介護（デイサービス）

病院・診療所

訪問看護事業所

訪問リハビリ事業所

居宅介護支援事業所

訪問介護事業所

訪問入浴事業所

地域リハビリテーション推進のための関係機関調査（介護老人保健施設）

問２

① 知っていた

② 一部知っていた

③ 知らなかった

① 多職種による専門的かつ集中的なリハビリテーションの提供

② リハビリ専門職による通所リハビリテーションや訪問リハビリテーションの提供

③ 介護保険事業所等を含む地域リハ関係機関との連携による在宅医療の提供

回
答
欄

→問2-1へ

問２－１
貴事業所では、問３に示した機能・役割を果たしている、または、果たすことが可能かを伺います。
（該当する全てに○）

回
答
欄

→問2-2へ

問２－２ 問３－１以外で貴院で地域リハビリテーションの推進のために取組んでいる事があれば記載下さい。

回
答
欄

→問3

千葉県では「千葉県地域リハビリテーション連携指針」を策定しており、地域リハビリテーションの推進のための各
機関の機能・役割を記載しております。介護老人保健施設に期待される機能・役割として、以下のような内容があ
ることを御存じでしたか。

（介護老人保健施設の機能・役割）　地域リハビリテーション連携指針より抜粋
　
・介護老人保健施設は、入所者の在宅復帰を目的とする施設であり、医療機関との連携を取りつつ維持期の
　リハビリテーションを担っています。
・通所リハビリテーション事業所としての役割を担い、維持期のリハビリテーションとして介護スタッフやリハビリ
　専門職が連携を取りながら個々の生活機能の維持向上を援助します。
・在宅療養者に向けての環境調整や、継続的なリハビリテーションを受けるための家族及び各関係機関との
　連携を密にします。
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問３

① 広域支援センターを知っている。かつ、連携を図っている。

② 広域支援センターを知っている。しかし、連携を図っていない。

③

④

①

②

③

④

⑤ その他（具体的に記入：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

①

②

③

④

⑤

本事業を円滑に推進するため、２次医療圏に１ヶ所の「地域リハビリテーション広域支援センター
（以下、広域支援センター）」を設置しています。この広域支援センターとの現在の関係についてお聞きします。

回
答
欄

→　問3-1、3-2へ

→　問3-3へ

広域支援センターの名前は聞いたことがある。
→　問4へ

広域支援センターの名前は聞いたことがない。

問３－１
問３で①と回答された方にお聞きします。どのような事業で連携（依頼）したことがありますか。
（該当する全てに○）

回
答
欄

広域支援センターの開催する連絡協議会に参加

→問3-2へ

住民を対象とした講習会等の講師として参加

広域支援センターが企画する研修会や講演会に参加

広域支援センターが企画する回復期病棟連携の会等への参加

問３－２
問３で①と回答された方にお聞きします。
どこの広域支援センターと連携されていますか。連携を図っている広域支援センター全てに○を記入ください。

回
答

千葉地域リハビリテーション広域支援センター（千葉中央メディカル病院）

問4へ

東葛南部地域リハビリテーション広域支援センター（新八千代病院）

東葛北部地域リハビリテーション広域支援センター（旭神経内科リハビリテーション病院）

印旛地域リハビリテーション広域支援センター（成田赤十字病院）

香取海匝地域リハビリテーション広域支援センター（旭中央病院）

・問３～問４については、県が実施している「地域リハビリテーション支援体制整備推進事業」と貴院の連携等について

お聞きするものです。 地域リハビリテーション推進事業の概要は、千葉県ホームページをご覧ください。

http://www.pref.chiba.lg.jp/kenzu/kenkouken/chiikirihabiri.html

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

① 広域支援センターの役割がわからない。

② 連携を図る場や仕組みが無い。

③ 連携を図る必要性を感じない。

④ その他（具体的に記入：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

① 必要性を感じる

② 必要性をやや感じる

③ 必要性をあまり感じない

④ 必要性を感じない

⑤ どちらともいえない

① 地域のリハビリ関係機関が一堂に会する連絡協議会に参加

② 研修会への講師として参加

③ 住民を対象とした講習会等の開催

④ リハビリ関係機関を対象とした研修会へ参加

⑤ その他（具体的に記入：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

答
欄

問4へ香取海匝地域リハビリテーション広域支援センター（旭中央病院）

山武長生夷隅地域リハビリテーション広域支援センター（公立長生病院）

君津地域リハビリテーション広域支援センター（君津中央病院）

安房地域リハビリテーション広域支援センター（亀田総合病院）

市原地域リハビリテーション広域支援センター（白金整形外科病院）

問３－３ 質問３で②と回答された方にお聞きします。連携を図っていない理由は何ですか。（該当全てに○を記入）

回
答
欄

　問4へ

問４
今後、広域支援センターとの連携の必要性についてどのように考えていますか。
（該当する項目1つに○を記入）

回
答
欄

→ 問4-1へ

→　問4-2へ

→　問4-3へ

問４－１
問４で①、②と回答した方に伺います。今後、広域支援センターとどのような事業について連携を
図りたいと考えていますか。（該当全てに○を記入）

回
答
欄

　問5へ

⑤ その他（具体的に記入：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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① 地域リハビリテーションの推進に取組むことができているので

② リハビリに関して病診連携をするネットワークがあるため

③ 広域支援センターの業務に必要な連携メニューがない

④ その他（具体的に記入：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

① 協力可能である

② 条件によって協力可能である。

③ 現時点では、協力は難しい。

④ その他（具体的に記入：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

① 医師

② 薬剤師

③ 理学療法士

④ 作業療法士

問５
今後地域リハビリテーション関係機関の相互連携のため、広域支援センターから協力を依頼した場合、
事業に協力いただけますか。（該当する場所1つに○）

問４-２
問４で③、④と回答した方に伺います。今後、広域支援センターとの連携の必要性を感じない理由を
お知らせください。（該当全てに○を記入）

回
答
欄

問5へ

回
答
欄

→問5-1、5-2、5-3

　　　　→問6へ

問５－１
問５で①、②と回答された方に伺います。どの様な職種の方に、御協力いただけますか。
（該当する全てに○）

問４-３ 問４で⑤と回答した方に伺います。⑤の回答理由について、御記入ください。

回
答
欄

問5へ

回

・問５～問６については、県が実施している「地域リハビリテーション支援体制整備推進事業」への協力や関係機関と

の連携状況についてお伺いします。

④ 作業療法士

⑤ 言語聴覚士

⑥ 看護師

⑦ 医療ソーシャルワーカー

⑧ その他：職種（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

報酬を
要す事業

①

②

③ リハビリ関係機関を対象とした研修会へ講師として参加

④ 住民を対象とした講習会等へ講師として参加

⑤ 地域包括支援センターに対するメール相談対応

⑥ その他（具体的に記入：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

① 頻度による ① 頻度による

② 場所による ② 場所による

③ 時間帯による ③ 時間帯による

④ 対価による ④ 対価による

⑤ その他 ⑤ その他

HP等を活用した地域リハビリテーションの周知

→問5-3へ

貴院のネットワークを活用した本事業への参加

回
答
欄

→問5-2へ

問５-２
問５で①又は②と回答された方にお聞きします。どのような事業内容について、御協力いただけますか。
また、報酬が支払われなければ協力できない事業内容はありますか。（該当する全てに○）

問５-３
問４で①又は②と回答された方にお聞きします。協力の可否の検討には、どのような条件を重視しますか。
回答欄の該当する全てに○をつけてください。また、詳細条件は、ドロップリストより選択してください。

詳細条件（ドロップリスト）

回
答
欄

条件 該当に○ 条件

→問6へ

協力可能
事業

回
答
欄
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問６

NO

1

2 診療所

3

4

5

6 ②やや連携している

7 ③あまり連携できていない
8 ④連携できていない
9

10

11

12

13

14

15

16

17

18 その他

在宅介護支援センター

有料老人ホーム

グループホーム

特定施設入居者生活介護

通所介護（デイサービス）

通所リハビリ（デイケア）

地域包括支援センター

訪問介護事業所

訪問入浴事業所

介護老人保健施設
介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）

グループホーム

回
答
欄

関係機関 番号

病院

訪問看護事業所

訪問リハビリ事業所

居宅介護支援事業所

連携状況

①十分連携している

関係機関との連携状況について、番号欄に連携状況について①～④を記入ください。

自由記載

・本事業に対するご意見・ご要望等があれば御記入ください。

お忙しい中、回答に御協力いただき、ありがとうございました。

28ページ

お忙しい中、回答に御協力いただき、ありがとうございました。


